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　　　　　　儒教弓こ”り②

　平成12年度の公民館球技大会が6月18日（日）に中央公民館で開催されました。雨天のため男子のソ

フトボールが中止となりましたが、女子のバレーボールには10公民館（仲深棄権）が出場し、熱戦を

繰り広げました。

　試合の結果、坪谷公民館が平成9年度からの4連覇を果たし、寺迫公民館は今年もあと一歩という

ところで涙をのみました。なお、3位は小野田公民館と鶴野内公民館でした。

Bパート

坪谷2－0迫野内

鶴野内2－0田　野

坪　谷2－0羽　坂

迫野内2－1田　野

鶴野内2－0羽　坂

【予選リーグ】

Aパート

　寺迫2－0八重原
　小野田2－0越表・下渡

　寺　迫2－0福　瀬

　八重原2－0越表・下渡

　小野田2－1福　瀬
▲選手宣誓の三浦玲奈選手（坪谷）

響　驚1　議．
▲予選も手に汗握る熱

【準決勝】

坪谷2｛1｝＝1

寺迫2｛1｝＝｝1

｝・小野田

｝・翻内

▲これも楽しみです

【決　　勝】

坪谷2
@｝1寺迫

レ
坪
谷
公
民
館
へ
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

＜
ナ
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
？

菊
麟
馴
翻
鼎
鼠
司
2
祠

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
大
会
で
本
町
選
手
団
活
躍
…

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

”
　
5
月
2
7
（
土
）
～
2
8
日
（
日
）
御

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

ザ
．
1
・
1
．
1
9
1
1
今
1
◎
l
l
・
1
・
1
蟻
1
・
令
や
一
．
1
・
1
し

　
第
5
4
回
宮
崎
県
民
体
育
大
会
が
、

宮
崎
市
の
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
東
臼
杵
郡
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
剣

道
・
ボ
ー
リ
ン
グ
・
陸
上
・
弓
道
の
5

種
目
に
監
督
選
手
併
せ
て
1
4
名
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
予
選
リ
ー
グ

東
臼
杵
郡
2
1
1
え
び
の
市
　
東
臼

杵
郡
O
1
3
宮
崎
郡
（
1
勝
1
敗
）
予

選
リ
ー
グ
敗
退
　
出
場
選
手
U
岩
見

真
、
岩
見
哲
、
塩
月
陽
一
（
以
上
鶴
野

内
）
、
那
須
健
司
（
坪
谷
）

【
剣
道
】
予
選
リ
ー
グ
　
東
臼
杵
郡

（
1
勝
2
敗
）
予
選
リ
ー
グ
敗
退

出
場
選
手
1
1
假
屋
仁
（
坪
谷
）
、
都
甲

真
一
（
鶴
野
内
）

【
ボ
ー
リ
ン
グ
】
年
代
別
4
0
歳
代
の
部

鈴
原
義
人
（
鶴
野
内
）
3
位
　
出
場
選

手
1
1
中
野
格
（
仲
深
）
、
長
渡
洋
幸
（
福

瀬
）
、
笙
瀬
光
子
（
小
野
田
）

【
陸
上
】
女
子
F
5
㎞
ロ
ー
ド
の
部

優
勝
　
黒
木
絹
子
（
鶴
野
内
）
　
女

子
E
1
0
0
m
の
部
　
第
2
位
　
那

須
フ
ミ
ヨ
（
小
野
田
）

【
弓
道
】
予
選
リ
ー
グ
敗
退
　
出
場

監
督
1
1
楠
光
（
越
表
）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　コ③鞘8こ覧’り

東
郷
病
院
医
師
紹
介

　
東
郷
病
院
の
金
丸
勝
弘
先
生
が
任

期
終
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
、
そ
の
後

任
と
し
て
後
藤
敏
之
先
生
が
6
月
1

日
か
ら
赴
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

い
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
方
も
外

来
受
診
の
際
は
気
楽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
で
は
あ
り
ま
す
が

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
紹
介

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関

す
る
重
要
事
項
（
保
険
税
率
等
）
に
つ

い
て
審
議
す
る
た
め
の
機
関
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

の
任
期
は
2
年
で
、
そ
の
任
期
が
去

る
5
月
3
1
日
で
満
了
と
な
り
ま
し

た
。
前
職
委
員
6
町
中
5
名
が
再
任

と
な
り
、
被
保
険
者
代
表
の
井
上
幸

夫
氏
（
坪
谷
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
と
し
て
寺
原
洋
子
さ
ん
（
坪
谷
）

が
6
月
1
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
決
ま
る

層
鋤

　
初
め
ま
し
て
。
六
月
一
日
置
り
内

科
担
当
と
し
て
東
郷
町
立
病
院
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
後
藤
敏
之
と
い
い

ま
す
。

　
出
身
は
延
岡
市
で
、
小
さ
い
頃
か

ら
東
郷
町
に
は
数
回
遊
び
に
は
来
て

お
り
少
し
は
知
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
以
前
よ
り
も
開
け
た
感
じ
が
し

て
驚
い
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
の
勤
務
は
北
浦
町
、
西
米

良
村
に
続
い
て
三
ヶ
所
目
で
す
が
、

赴
任
当
初
は
や
は
り
お
互
い
慣
れ
ず

に
外
来
で
も
い
ろ
い
ろ
話
が
で
き
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
う
ち

い
ろ
い
ろ
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
雰
囲
気
に
し
て
い
き
た
い
と
思

．
調

講
．
　
補
、
騨

　
東
郷
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
教
育
委

員
会
が
任
命
す
る
体
育
指
導
委
員

（
任
期
”
平
成
1
2
年
4
月
～
平
成
1
5

年
3
月
）
が
決
定
し
、
こ
の
ほ
ど
任
命

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
任
命
式
に
は
、
前
回
か
ら
引
き
続

き
選
任
さ
れ
た
3
名
と
新
た
に
選
任

さ
れ
た
6
名
の
計
9
名
が
出
席
、
都

甲
欣
一
教
育
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

任
命
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
育
指
導
委
員
の
選
任
に

当
た
っ
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
及

び
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
や
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
等
を

図
る
こ
と
な
ど
を
主
な
選
考
基
準
と

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
幅
広

い
年
齢
層
の
体
育
指
導
委
員
体
制
と

な
り
ま
し
た
。τ∴ツ

　ボへ　セ

短
海野　宏
（寺迫6期目）

海野茂実
（羽坂5期目）

饗
麹
底
幅
　
／
ノ

ノ
　
　
．
．
　
　
～

三浦辰美
（鶴野内2期目

橋口忠栄
（一迫1期目）

長渡教男
（福瀬1期目）

　繭二

あ
都甲チエ子
（小野田　1期目

　
．
智
、

寒
、
露

　
　
　
　
轟

▲

関口治喜
（迫野内1期目

日高俊一郎
（坪谷1期目）

稲田智代美
（坪谷1期目）

あお尼もウォーキング

　　しまセんか

　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
7

月
～
8
月
の
火
曜
日
と
木
曜
日
の

午
後
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
の

2
時
間
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
を
点
灯

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
第
3
9
回
東
臼

杵
郡
民
体
育
大
会
の
東
郷
町
選
手

団
の
練
習
の
た
め
利
用
す
る
も
の

で
、
選
手
だ
け
で
な
く
、
健
康
の

た
め
等
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
る
方
々
に
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
開

放
し
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
健
康
の
た
め

に
も
是
非
こ
の
機
会
を
利
用
し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
ナ
イ
タ
ー
照
明
開
放
日

7
月
～
8
月
　
毎
週
火
曜
日
と
木

曜
日
▼
開
放
場
所

東
郷
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
役
場

横
）　
（
雨
天
の
場
合
は
除
き
ま
す
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉



轍どうこ一う④

東郷町後継者対策協議会平成12年度

　町内の後継者とその配偶者の縁結び推進活動を行い、新家庭づくりとよりよき地域社会づくりを目指し

て、次の各地区男女各1名の相談員が活動しています。

　秘密厳守で、いっでも相談をお受けしていますので、お気軽にご相談ください。

　また、協議会では、イベントも多数開催しますので、積極的に参加してください。詳しくは、役場農政課

振興係（歴69－3907）までお問い合わせください。

地区相談員

地　区 、名　　　前 電　　話 地　区 名　　　前 電　　話

黒木九一 58－1784 谷口健吾 69－2766
寺　迫

橋口孝子 58－1016
田　野

田原千春 69－2707

長渡教男 69－2325 清　水　　樹 69－2937
福　瀬
小林喜久子 69－2187

羽　坂
黒木登美子 69－3400

東村吉市 69－2296 矢　野　　満 69－7707
小野田

寺原廣子 69－2394
仲　深
山ロハル子 69－7660

伊東　　尚 69－3073 矢野宝蔵 69－7801
鶴野内
矢野恵美子 69－2517

坪　谷

井上鈴子 69－7255

前田福美 69－3011 甲　斐　　実 69－7256
迫野内
岩倉千代子 69－2745

越　三

ｺ渡川 橋口利子 69－7220

八重原 田原隆義 69－3091

山本シゲ子 69－3088

　　　　　　　　　　　　　　　　　一ψ一　　　　　　　　　　　　　　　　ψ■9　　　　　　　　　　　　　　　◎ψ一　　　　　　　　　　　　　　一“　　　　　　　　　　　　　9φ　　　　　　　　　　　　ψ　　ψ　　　　　　　　　　ψ　　ψ　　　　　　　　　9　　“　　　　　　　　9ρ　　　　　　，　　　，　　　　　◎　　“　　　，　　“　　o　，　ψφ　　　　　　　　　　　　　oφ　　　　　　　　　　　φ一ψ　　　　　　　　　　■ψo　　　　　　　　　ψ’ψ　　　　　　　　σψψ　　　　　　　9ψ　　　　　“eO　　　　　φ⑤　　　，ψo　◇　　9　サψ　　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　一ψ　　　　　　　　　o“　　　　　　　　oψ　　　　　　　，ψ　　　　　　，ψ，　　　　　goψ　　　　ρψ　　　e◎　　♂9　ψψφeφ
8

　9ψψ“ψ

畜
産
だ
よ
り

　
5
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
（
非
売
を
除
く
）

東
臼
杵
セ
リ
市
（
5
月
期
）

　
雌
平
均

　
去
勢
平
均

　
合
計
平
均

【
最
高
額
】

雌
の
部

零
丁
統令

　
　
、

3
8
7

　
　
、

4
r
O
7

　
　
、

4
2
7

　
4
9
頭

5
5
0
円

1
9
9
円

3
5
0
円

　
　
　
高
尾
昭
一
　
や
す
ご
号
　
血

　
　
安
平
・
下
士
・
安
福
　
3
6
0

　
　
3
1
1
㎏

　
　
　
　
　
6
1
0
、
0
5
0
円

去
勢
の
部

羽
坂
　
寺
原
義
雄
　
雄
平
号
　
血
統

安
平
・
糸
秀
・
隆
美
　
3
0
9
令

3
7
9
㎏

　
　
　
　
　
3
9
5
、
3
5
0
円

児
湯
郡
セ
リ
市
（
5
月
期
）

　
雌
平
均

　
去
勢
平
均

　
合
計
平
均

【
最
高
額
】

雌
の
部

寺
迫
山
ノ
ロ

ひ
め
号

丁
丁

　
　
、

」
4
7
Q
ゾ

　
　
、

4
＝
」
7

　
　
、

4
7
響
4

　
血
統

3
6
6
令

　
1
6
頭

6
7
5
円

5
3
7
円

1
4
0
円

橋
口
政
美
　
え
つ
こ

　
福
桜
・
糸
弘
2
・

　
　
3
3
4
㎏

5
7
8
、
5
5
0
円

去
勢
の
部

寺
迫
庭
田
高
瀬
秋
三
　
高
安
号

血
統
　
安
平
・
隆
桜
・
二
二
　
3
7

3
令
　
3
3
9
㎏

　
　
　
　
　
5
2
2
、
9
0
0
円

　
6
月
期
子
牛
郡
市
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
6
頭
出
品

し
て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
東
臼
杵
郡
市
共
進
会

雌
の
部

　
迫
野
内
　
三
浦
豊
　
は
る
つ
る
の

3
号
優
等
賞
四
席

　
迫
野
内
　
黒
木
ク
ニ
カ
　
く
ろ
き

55

�
@
優
等
賞
五
席

　
迫
野
内
　
濱
田
ヤ
ス
子
　
や
す
え

号
　
壱
等
賞

　
鶴
野
内
　
伊
東
健
児
　
だ
い
に
ち

39

�
@
弐
等
賞

去
勢
の
部

　
羽
坂
　
井
本
武
義
　
和
光
号
　
弐

等
賞
団
体
成
績
　
4
位

◎
児
湯
郡
市
品
評
会

雌
の
部

　
寺
迫
庭
田
　
黒
木
国
寛
　
く
み
3

3
2
号
　
弐
等
賞

・
器慈

一

．
轟
。

、
麺
．
、
嚇
鱒

〆

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

・
《
1ご8磯

　
⑤

＼
／⑪農業×夢＝認定農業者
今
月
は
小
野
田
の
畝
原
基
克
さ
ん
に
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と
今
後

　
の
経
営

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
飼
育
を
中
心
に
水

稲
と
の
複
合
経
営
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和

五
十
八
年
に
会
社
を
退

職
後
、
四
棟
の
鶏
舎
と

水
稲
四
五
ア
ー
ル
と
い

う
規
模
で
経
営
し
、
現

在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
生
産
技
術

に
つ
い
て
も
会
社
か
ら
の
指
導
と
自

己
努
力
等
に
よ
っ
て
習
得
し
、
鶏
舎

内
の
設
備
も
、
自
分
で
研
究
を
し
て

換
気
扇
の
自
動
化
、
給
餌
・
給
水
施

設
の
改
良
な
ど
を
行
い
、
ま
た
、
鶏
舎

内
外
の
環
境
整
備
を
行
い
、
衛
生
面

に
も
注
意
を
は
ら
い
病
気
の
発
生
を

防
ぐ
こ
と
等
に
よ
り
ヒ
ナ
の
育
成
率

ア
ッ
プ
と
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
羽
数
を
増
や
し
総
体
重

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経

営
を
安
定
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
勉
強
と
努
力
を
続
け

な
が
ら
農
業
を
行
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
戸

　
会
社
に
勤
め
な
が
ら
、
水
田
一
一

〇
ア
ー
ル
を
耕
作
す
る
兼
業
農
家
で

し
た
が
、
昭
和
五
十
八
年
に
農
協
の

勧
め
で
会
社
勤
め
を
辞
め
て
四
棟
の

鶏
舎
で
専
業
農
家
と
し
て
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
を
主
体
と
し
た
農
業
経
営
に
取

り
組
ま
れ
、
現
在
年
間
二
三
〇
千
羽

を
出
荷
し
て
い
る
畝
原
基
克
さ
ん
で

す
。　
初
め
て
の
飼
育
で
、
指
導
員
の
言

わ
れ
る
こ
と
を
奥
さ
ん
と
忠
実
に
や

り
、
最
初
の
二
、
三
回
の
出
荷
は
価
格

も
よ
か
っ
た
が
、
そ
の
後
価
格
の
低

迷
で
、
経
営
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

と
苦
労
の
一
端
を
話
さ
れ
る
言
葉
に

も
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
始
め
た
こ

ろ
よ
り
現
在
は
一
鶏
舎
当
た
り
の
羽

数
も
多
く
入
れ
て
、
一
羽
一
羽
の
大

き
さ
よ
り
、
総
体
羽
数
が
多
い
ほ
う

が
販
売
価
格
も
上
が
る
と
言
わ
れ
、

こ
れ
も
基
克
さ
ん
の
ト
リ
に
対
す
る

愛
情
と
改
善
意
欲
の
現
れ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ト
リ
を
毎
日
見
て
い
れ
ば

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ト
リ

が
教
え
て
く
れ
る
、
薬
に
頼
る
こ
と

な
く
や
る
こ
と
が
あ
る
と
話
さ
れ
る

言
葉
に
も
威
厳
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
鶏
舎
内
の
換
気
に
取
り
組
ま
れ
、

換
気
扇
で
た
だ
横
風
を
流
す
だ
け
で

な
く
、
換
気
扇
を
上
下
に
移
動
さ
せ
、

ま
た
、
角
度
を
変
え
る
こ
と
で
換
気

が
ス
ム
ー
ス
に
な
り
、
ト
リ
の
環
境

が
快
適
に
な
っ
た
た
め
、
羽
数
を
多

く
入
れ
て
も
ト
リ
に
与
え
る
影
響
も

少
な
く
な
り
、
飼
育
成
績
も
向
上
し

た
。
ま
た
、
給
餌
箱
を
全
部
鋼
管
に
取

り
付
け
、
出
荷
後
に
そ
れ
を
上
に
巻

き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
個
一
個

の
持
ち
出
し
時
間
が
省
け
清
掃
が
楽

に
な
っ
た
と
話
さ
れ
る
顔
に
は
自
信

に
満
ち
た
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

　
長
年
の
経
験
を
生
か
し
、
常
に
問

題
意
識
を
も
っ
て
、
よ
り
効
率
的
な

ト
リ
の
飼
育
に
取
り
組
ま
れ
る
そ
の

知
恵
が
成
績
の
向
上
に
な
っ
て
い
る

と
話
さ
れ
る
言
葉
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

感
心
し
ま
し
た
。
畝
原
さ
ん
夫
妻
の

夢
は
、
子
供
が
跡
を
継
い
で
一
緒
に

ト
リ
の
飼
育
に
取
り
組
み
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
今
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経

営
を
少
し
で
も
良
く
し
跡
を
継
が
さ

せ
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
常
に
ト

リ
の
状
態
を
見
定
め
、
よ
き
環
境
を

作
り
出
す
心
が
あ
る
限
り
必
ず
近
い

将
来
実
現
で
き
る
と
確
信
し
つ
つ
鶏

舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

一”
99

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

99

　
息
ひ
そ
め
地
下
に
息
づ
く
は
筍
か

”　
我
に
も
目
に
見
え
ぬ
力
の
欲
し
き

09

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

一　
何
処
よ
り
飛
び
来
る
春
の
杉
花
粉

一　
防
ぐ
術
な
き
に
吾
は
苦
し
む

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
山
男

　
名
古
屋
よ
り
来
し
孫
夫
婦
の
腕
ふ
る
ふ

…　
楽
し
き
夕
餉
に
刻
を
忘
る
る

”　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

”～　考
え
て
も
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
白
あ
り
て

・
流
れ
ゆ
く
雲
を
窓
に
見
て
み
つ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

e

　
鏡
の
如
き
川
面
に
映
る
月
見
つ
つ

　
闇
多
き
世
を
心
に
思
ふ

O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

ψ　
編
み
笠
の
似
合
ひ
し
母
の
目
に
顕
た
ち
て

～　
荒
れ
し
棚
田
に
ぜ
ん
ま
い
を
採
る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

一　思
春
期
の
ク
ラ
イ
シ
ス
と
言
ふ
十
七
歳

　
人
殺
め
た
し
と
事
も
な
く
言
ふ

ゆ

ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
幸
美

ψ
花
が
散
り
若
葉
と
な
り
し
岩
つ
つ
じ

φ
遅
れ
て
紅
き
一
輪
咲
き
ぬ

～　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

桝
　
寄
贈
さ
れ
し
図
書
館
成
り
て
借
り
出
だ
す

榊　
新
刊
書
の
匂
い
す
が
し
く

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

，
手
に
と
れ
ば
痛
き
刺
も
つ
野
あ
ざ
み
を

9　
美
し
と
思
ふ
老
い
の
寂
し
さ

ヴ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

軸　
春
の
庭
に
か
そ
け
き
音
し
て
散
る
椿

φ
亡
き
母
の
好
み
し
椿
の
歌
思
ふ

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

”　
新
緑
の
急
坂
登
る
吾
が
後
に

ゆ

φ
　
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
ふ
子
が
つ
き
て
く
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

”
　
野
を
越
え
て
田
植
ゑ
に
母
と
通
ひ
た
る

登　
迫
田
は
荒
れ
て
風
吹
き
通
る

”　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

99

一
　
一
人
暮
ら
し
に
採
り
残
し
た
る
菜
園
は

…　
菜
も
大
根
も
花
盛
り
な
る

～　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

ψ
バ
ス
と
船
乗
り
継
ぎ
来
る
宮
島
の

”
ψ
宿
は
夜
更
け
て
雨
と
な
り
た
り

99

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　ら⑦覇8ご’り

7月の行事予定表

赤ちゃん健康相談
おヲ調bτiτ

日 曜日 会　　　場 受　付　時　間

7／7 金 やす　ら　ぎ館 乳　　児　9：30～10：00

対象者：生後4．8．12か月児

焉@容：身体計測、育児指導

乳がん検診・子宮がん検診は、医療機関で

燻�fできます。

@乳がん検診、子宮がん検診は、下記医療機関に

ｨいて個別に受診できます。希望される方は、必

ｸ「やすらぎ館」までご連絡下さい。

@検診対象者：30歳以上の女性（昭和46年4月1

勛ﾈ前生まれの方）

福ｪん検診住民基本健康診査、婦人健康診査

日 曜日 会　　　　場 受　付　時　間 医療機関名 所在地 検査内容 個人負担金

5 水 小野田多目的集会施設 9：00～10：00 東郷町国民健康

ﾛ険病院
東郷町 エコー検査 950円

6 木 鶴野内コミュニティセンター 7：30～8：00

12 水 大　工　野　集．会　所 9：00～10：00

ブレストピア

ﾈんば病院
宮　崎

п@岡

マンモグラ

tィー検査
5，500円

13 木 八　重　原　公　民　館 9：00～10：00 大久保外科胃腸

ﾈ　　医　　院
日向市 触　　診 700円

26 水 迫　野　内　公　民　館 9：00～10：00

27 木 迫　野　内　公　民　館 7：30～8：00
甲斐外科医院

ノ
ノ 〃

ノ
ノ

千代田病院 〃 〃 〃

リハビリ教窒（リハビリ交流会）
二木医院 〃

ノ
ノ

ノ
ノ

日 曜日 会　　　場 受　付　時　間
三股病院

ノ
ノ

ノ
ノ 〃

19 水 南　　郷　　村
和田病院 〃 〃 〃

予　　防　　接　　種　・ 康田産婦人科医院 〃 〃 〃

病　院　名 予防接種名 接　種　日
子宮がん検診

三　種　混　合 4．11．18．25

医療機関名 所在地 検査内容 個人負担金

町立病院
i受付時間）

P3：15～13：45

麻　　し　　ん 13

二木医院 日向市
風　　し　　ん 27

渡辺病院 〃

日　本　脳　炎 5．12．19．26．28 永田産婦人科医院 〃
頚　面

ﾌ　部

頚　部
P，700円

ﾌ　部
Q，500円ツベルクリン

11 三田産婦人科医院
ノ
ノ

三股病院
i受付時間）

P4：00～16：00

i前日予約）

B　　C　　G 13
柳田産婦人科医院 〃

そ　　の　　他 毎週火曜日
ただし、70歳以上、生活保護世帯、住民税非課税世帯
ﾍ無料です。

　
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
0
の
消
費

量
を
増
や
す
の
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
ス
ト
レ
ス
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
と
そ
れ

に
対
抗
す
る
た
め
に
体
内
で
は

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
さ
か
ん
に

し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ス
ト

レ
ス
に
対
抗
す
る
ホ
ル
モ
ン
の

合
成
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
0
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
が
多

い
ほ
ど
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
か

さ
か
ん
に
な
り
、
多
く
の
ビ
タ

轡
条
条
条
艸
ミ
ン
0
が
消
費
さ
れ

藤
延
齢

勅
ト
艸
の
ビ
タ
ミ
ン
。
が
消

　筍

ｦ
鵬
騨

艸
ポ
贈
物
や
生
野
菜
で
＋
分

　恥　
y
℃
を
と

幸
条
菅
壱
牽

（
．

　
一
〇

（
．O

O
．
《
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

ビ
タ
ミ
ン
C
を

　
　
と
り
ま
し
よ
う

　　　　　る鞘8こ“り⑥

「
夏
休
み
わ
く
わ
く
こ
ど
も
健

康
セ
ミ
ナ
ー
」
の
お
知
ら
せ

　
子
供
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め

「
夏
休
み
わ
く
わ
く
こ
ど
も
健
康
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
開
催
期
日
　
8
月
7
日
（
月
）
～

　
　
　
　
8
月
8
日
（
火
）
の
二
日
間

▽
開
催
場
所
　
交
流
研
修
施
設
「
さ

く
ら
館
」

▽
募
集
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生

三
〇
人

▽
内
　
　
容
　
歯
科
教
室
、
救
急
医

療
の
学
習
、
エ
イ
ズ
教
育
、
栄
養
学
教

室
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
木
工
教
室
、
絵

画
教
室
、
高
齢
者
疑
似
体
験
等

※
詳
し
く
は
開
催
要
綱
及
び
申
込
書

を
各
学
校
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
伴
い
、
お

手
伝
い
の
出
来
る
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
や

す
ら
ぎ
館
内
保
健
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
鶴
野
内
）
智
6
9
1
2
1
5
0

担
当
区
”
福
瀬
、
小
野
田
、
鶴
野
内
、

　
　
　
迫
野
内
、
八
重
原
、
田
野
、

　
　
　
羽
詞

曲
夢

駿
臼

（
坪
谷
）
費
6
9
1
7
7
5
3

担
当
区
”
仲
深
、
坪
谷
、
越
表
、

　
　
　
渡
川

んさ子鼠野中下 白川桂子さん

（
寺
迫
）
盤
5
8
1
1
7
3
5

担
当
区
“
逼
迫

幽鴫なたの健康q匙b
　　　　　　　　　体のぐあい
Lちょっとしたことで骨折したことがある・………………・・10点

2．最近、背が縮んだ…・・……………・…・…・…………・………6点

3．最近、背中が丸くなったり、腰が曲がってきた…………6点

4．閉経を迎えた女性。70歳以上の男性・…・……………・……4点

5．体格がやせていて、きゃしゃである・………・………・……2点

6．家族で骨粗懸症と診断された人がいる…・……………・・…2点

7．糖尿病であったり、胃や腸の手術を受けたことがある…2点

保健

躍より

やすらぎ館
　容69「3367．．．
霊副　一．、謡詔．．舞ゐy略・一、一恥　一団一煮．　をゴ

よ塗
ぐ証　＼

田代由紀子さん

私
た
ち

母
子
保
健
推
進
員
で
す

　
東
郷
町
の
母
子
保
健
推
進
員
は
次

の
3
名
の
方
で
す
。

　
育
児
に
お
悩
み
の
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　　　　　　　　　暮らしぶり

L運動はもちろん、体を動かすことが少ない………………4点
2．戸外に出て日光にあまりあたらない…・……・………・……2点

3．お酒をたくさん飲むほうだ……………・…・・………………1点

4．タバコをよく吸う……・…………・…………………・………1点

5．小魚、豆腐、牛乳、乳製品などカルシュウム分のとり方が少ない…2点

聾§諺
↓恥
窯＝薄〆
》

　
鳶
毬

獄
メ
ぎ

募集します
簡易人間ドック
　節目健診として平成12年度中に40

歳、50歳を迎える方を対象に、簡易人

間ドック受診希望者を募集します。

○検診期日　平成12年8月中の希望

　　　　　日（土、日、祝祭Eヨは

　　　　　除く）

○検診機関　東郷町国民健康保険病院

○検診対象者　昭和35年4月2日か

　　　　　ら昭和36年4月1日ま

　　　　　でに生まれた方（40歳）

　　　　　　昭和25年4月2日か

　　　　　ら昭和26年4月1日ま

　　　　　でに生まれた方（50歳）

　　　　　　　あなたの骨の弱さは？

3点　骨が弱くなる可能性があります。今後のことを考えて、

以よ暮らしぶりに気をつけましょう。

6嶽　骨が弱くなっている可能性があります。骨を強くする暮

以上　らしぶりを取り入れましょう。

雛灘熱藤豆瀦箋纏臆

○検診内容　血液検査・尿検査・胸部

　　　　　X線撮影・心電図・胃カ
　　　　　メラ・腹部エコー・大腸

　　　　　ファイバー・その他

○個人負担金　10，000円（検診料は

　　　　　40，000円ですが、町が

　　　　　30，000円負担します。）

○募集人員　30名（先着順）

○申込期限　平成12年7月21日箇

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　コ鞭どうご’り

まちのアルバム
県
議
会
が
本
町
視
察

　
5
月
1
8
日
（
木
）
、
県
議
会
農
林
水
産
常
任
委

員
会
の
県
北
視
察
と
し
て
、
本
町
出
身
の
植
野

県
議
を
含
む
9
名
の
委
員
と
県
幹
部
が
本
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
各
委
員
は
、
道
の
駅
の
物
産
セ
ン
タ
ー
「
勢

門
彩
」
や
交
流
研
修
施
設
「
さ
く
ら
館
」
、
農
産

加
工
体
験
施
設
「
ふ
る
さ
と
味
工
房
」
、
東
臼
杵

南
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
等
の
各
施
設

を
視
察
し
、
耳
川
流
域
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
て
整
備
さ
れ
た
各
施
設
や
、
道
の
駅
に
よ

る
町
の
振
興
等
に
つ
い
て
熱
心
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
向
市
東
郷
町
人
会
総
会

　
日
向
市
東
郷
町
人
会
（
明
比
芳
松
会
長
）
総

会
が
6
月
1
0
日
（
土
）
日
向
市
の
喜
重
会
館
で

開
催
さ
れ
、
町
長
や
町
議
会
議
員
を
含
む
約
1

2
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
町
長
か
ら
町
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
の
や
主
要
な
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
、
山
本
日
向
市
長
か
ら
も
各
種
施
策
を
日

向
・
入
郷
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
酒
を
交
え
、
遅
く
ま
で
話
に
花
が

咲
い
て
い
ま
し
た
。

o研。

災
害
危
険
個
所
調
査

　
5
月
3
0
日
（
火
）
、
日
向
警
察
署
を
は
じ
め
n
口

向
市
消
防
署
、
土
木
事
務
所
、
町
消
防
団
幹
部

な
ど
関
係
機
関
か
ら
1
6
名
が
参
加
し
て
町
内

の
災
害
危
険
個
所
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
に
は
直
接
民
家
に
被
害
が
及
ぶ
で
あ
ろ

う
と
予
測
さ
れ
る
危
険
個
所
が
1
5
1
箇
所

点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
中
で
も
危
険

性
の
高
い
箇
所
や
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
現
地
確
認
を
行
い
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
の
協
力
体
制
等
が
協
議
さ

れ
ま
し
た
。

森
林
組
合
広
域
合
併
が
承
認
さ
れ
る

　　　剥＿縄

臨監ご量
　
5
月
2
4
日
（
水
）
、
町
森
林
組
合
の
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
、
本
年
1
月
2
4
日
に
締
結
し
て
い
た
合

併
予
備
契
約
書
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
合
併
へ
の
不
安
や
、
作
業
班
員
の
育

成
確
保
等
へ
の
質
問
や
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
小
林
町
長
が
、
「
昭
和
2
7
年

設
立
以
来
の
組
合
が
発
展
的
に
解
消
さ
れ
る
が
、

先
人
の
知
恵
と
心
意
気
を
引
き
継
い
で
ほ
し

い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
臼
杵
農

林
振
興
局
次
長
か
ら
は
、
「
流
域
は
古
く
か
ら
一

体
と
な
っ
て
育
林
し
て
き
た
。
合
併
組
合
は
、
外

材
と
対
抗
で
き
る
森
林
組
合
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
と
の
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

★町回に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

雛まちのアルバム
　　　　　　　ロ⑨功鞍】8こ”り

米
作
り
も
大
変
で
す

鮎
漁
解
禁

　
鶴
野
内
保
育
園
家
庭
教
育
学
級
で
は
、
6
月

3
日
（
土
）
に
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
田
植
え
は
、
迫
野
内
河
原
の
舛
田
稔
さ

ん
の
田
を
借
り
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
1
週
間

前
に
保
護
者
が
あ
ぜ
ぬ
り
等
を
行
い
、
こ
の
日

を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
寒
さ
が
身

に
し
み
る
天
候
で
し
た
が
、
園
児
1
9
名
と
保
護

者
に
加
え
、
河
原
地
区
の
方
も
飛
び
入
り
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

　
秋
に
は
稲
刈
り
を
行
い
、
み
ん
な
で
味
わ
う

と
の
こ
と
で
す
。

　
6
月
1
0
日
（
日
）
、
耳
川
の
鮎
漁
が
解
禁
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
例
年
よ
り
1
0
日
ほ
ど
解
禁
日
が
遅

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
解
禁
日
と
な
っ
た
当
日

は
、
朝
早
く
か
ら
解
禁
を
待
ち
わ
び
た
多
く
の

太
公
望
た
ち
が
、
一
斉
に
釣
り
糸
を
た
れ
て
い

ま
し
た
。

　
今
年
は
量
、
型
と
も
今
ひ
と
つ
と
の
こ
と

で
、
釣
果
も
あ
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

仕
事
は
大
変
で
す
ね

　
東
郷
中
学
校
で
は
、
5
月
3
1
日
（
火
）
3
年
生

が
数
名
ず
つ
に
別
れ
、
町
内
1
1
の
事
業
所
で
職

業
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
鶴
野
内
保
育
園
で
は
、
5
名
の
女
子
生
徒
が

紙
芝
居
や
ダ
ン
ス
、
お
弁
当
の
世
話
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
い
か
ず
悪

戦
苦
闘
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
保
育
を
体
験
し
た
生
徒
は
、
「
子
供
と
接
す

る
こ
と
が
で
き
楽
し
い
け
ど
、
保
育
士
が
ど
ん

な
に
大
変
か
が
わ
か
っ
た
。
」
な
ど
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
が
、
将
来
の
自
分
の
姿
を
思

い
浮
か
べ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

交
流
研
修
施
設
「
さ
く
ら
館
」
を
命
名

　
4
月
2
8
日
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
て
い

た
東
郷
町
交
流
研
修
施
設
「
さ
く
ら

館
」
の
開
館
式
が
5
月
2
3
日
（
火
）
に

行
わ
れ
、
愛
称
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
さ
く

ら
館
」
を
命
名
を
し
た
、
寺
迫
小
学
校

6
年
の
橋
口
奈
保
美
さ
ん
に
、
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
、
町
長
、
議

長
、
植
野
守
県
議
、
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
㈱

の
中
島
弘
明
社
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
、
鶴
野
内
保
育
園
児
が
く
す
玉
割

り
を
行
い
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　コΦ綴8こ覧’り

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　ト　　ビ

≡　50回記念牧水祭短歌募集　≡
≡旅と酒を愛し、43年の生涯に8，000余首の歌を残した歌≡

≡人『若山牧水』を顕彰する平成12年度第50回牧水祭の事≡

≡業として短歌を募集します。　　　　　　　　　　　≡
≡　【部門】　県内の小学生・中学生・高校生・一般の4部≡

≡門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡
≡　【題材】　自由　　　　　　　　　　　　　　　　　≡
≡　【応募点数】　小・中・高校生の部　1人1首　　　　≡

≡　　　　　　　一般の部　1人3首以内　　　　　　　≡
≡　【応募方法】　小・中・高校生の部は、学校、学年ごと≡

≡にまとめて氏名（ふりがな）を記入して応募する。個人≡

≡投稿もできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　≡
≡　一般の部は、官製ハガキを使用し、住所、氏名（ふり≡

≡がな）、電話番号を記入して応募する。　　　　　　　≡

≡　【選者】　伊藤一彦氏　　　　　　　　　　　　　　　≡
≡　【締切】『平成12年7月25日（火）必着　　　　　　　≡

≡　【宛先・問い合わせ先】　〒883－0106　東臼杵郡東郷≡

≡町大字山陰辛273－1　東郷町交流研修施設「さくら館」　≡

≡牧水祭短歌募集係　容69－3171　　　　　　　　　　≡

≡　【入選発表及び表彰】　入選は本人に通知します。　　≡

≡　表彰は9月10日旧）に開催される牧水祭において行い≡

≡ます。　　　　　　　　　．　　　　　　　　　≡
罰IIIIII川1川川lllll川畦川田IIIII川1旧川1川旧lllll昨1川1旧川II川川「IIIIIIIIII川llllllllli川IIII川旧1川Illllllllll悶「F

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1　若山牧水賞第5回記念　　≡
≡全国短歌コンクール作品募集≡
≡　今回、若山牧水賞が第5回という節目を迎えるに当た≡
≡り、変化の激しい現代社会の中で、多感な青少年の素直≡
≡な心の育成を図るとともに、短歌文学の振興に寄与すること≡
≡を目的として「全国子ども短歌コンクール」を実施します。≡

≡■応募規定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡
≡　①応募資格：小・中・高校生　　　　　　　　　　≡
≡　②応募作品：題材及び内容は自由、未発表作品、1人≡
≡　　　1首まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡
≡　③応募方法：官製ハガキに、作品、氏名、住所、学校名、≡

≡　　学年、生年月日を記入して応募する。
≡◆応募先：〒880－8501　宮崎市橘通東2－10－1

宮崎県文化振興課内若山牧水賞運営委員会事務局
「全国子ども短歌コンクール」係
④締切：平成12年9月14日（木）当日消印有効

≡■入賞等
小・中・高校の部各最優秀賞（1首）、優秀賞（3≡

　　首）、入選（100首程度）

≡■発　表　平成12年11月（予定）

≡■表彰式　平成13年2月（予定）

≡■お問い合わせ先　若山牧水賞運営委員会事務局
　　　　　　　　　　　　　容0985－26－7048
ヨllll川IIIIIIIII川1田1川111111111川II川III川川1川1川Ill！1川lllllll川「lll川l111111111用川IIII川Illl川川11111川llllllll「二

一
表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説
－

鮎
焼
き
て
　
母
は
お
は
し
き

ゆ
め
み
て
の

後
も
う
し
ろ
で
　
あ
り
あ
り
と
見
ゆ

　
こ
の
歌
は
、
「
夢
」
と
題
し
て
母
を

思
う
歌
十
首
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
の
一
首
で
第
十
五
歌
集
『
黒
松
』

に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歌
は
「
牧
水
生
家
の
下
に
は
水
の

清
ら
か
な
川
（
坪
谷
川
）
が
流
れ
て
お

り
、
鮎
が
多
か
っ
た
。
牧
水
は
、
少
年

時
代
に
よ
く
鮎
を
釣
っ
て
そ
れ
を
母

に
焼
い
て
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
夢

を
み
た
が
、
鮎
を
焼
い
て
い
る
母
の

姿
は
、
彼
が
幼
い
と
き
か
ら
よ
く
見

か
け
て
い
た
姿
で
あ
っ
た
。
」
の
意
。

　
母
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
牧
水
で
す

が
、
母
と
は
離
れ
て
の
生
活
で
、
し
か

も
仕
送
り
が
出
来
る
よ
う
な
余
裕
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
父
の
死
（
明
治
四
十
五
年
）
後
、
母

は
故
郷
（
坪
谷
）
で
苦
し
い
生
活
を
し

て
い
た
だ
け
に
、
一
層
母
の
こ
と
が

思
わ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
牧
水
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い

る
母
の
姿
が
、
ご
く
自
然
に
う
た
わ

れ
て
い
る
歌
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　
こ
の
歌
は
、
牧
水
が
沼
津
で
生
活

し
て
い
た
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五

年
）
に
作
っ
た
歌
で
、
歌
中
の
「
お
は

し
き
」
は
敬
語
で
「
い
ら
っ
し
ゃ
つ

竃
珊

燃

た
」
ま
た
、
「
う
し
ろ
で
」
は
「
う
し

ろ
す
が
た
」
の
意
味
で
す
。

　
次
の
歌
も
「
夢
」
の
一
首
で
す
。

　
う
つ
し
み
の
　
白
髪
人
の
　
か
た

く
な
の

　
母
を
ゆ
め
み
て
　
後
の
さ
び
し
さ

都

甲

欣

ヨ川11醐llll川III川旧lll旧1川川IIIII旧川川1川川lil川II川III川川illl川川Ill111111Ull川11川1川111旧IIII旺

≡国民健康保険からのお知らせ≡
≡　ご存知ですか「入院時食事療養費」　≡

≡　入院中の食事は、下表の額を支払うだけで、残り≡

≡は国保から支払われます。　　　　　　　　　　≡
≡　★住民税非課税世帯の人は、「標準負担額減額認≡

≡定証」が必要になりますので、役場住民課国民健康≡

≡保険係まで申請してください。　　　　　　　　　≡
≡　　　　　　　　　　　　　　　　（1日頃たり）　≡

一　般　加　入　者 760円

90日までの入院 650円住民税

�ﾛ税

｢帯等
90日を超える入院

i過去12か月の入院日数）
500円

住民税非課税世帯等で老齢福祉年

烽�､けている人
300円

≡※高額療養費支給の対象となりません。

　　期限切れの「標準負担額減額認定証」をまだお持≡
≡ちではありませんか。

≡　6月1日からは新しい認定証が必要です。
≡　該当する人は、早めに申請しましょう。
司旧1川IIIIi川1川1川川II【川川川II川旧1川底1川川ll川1川lllll旧llll川川旧川IIIIIIIII口II川川川1旧川II［匠

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

越噛舌題

田野老人クラブ長

寿会に県知事表彰

　6月5日（月）、県庁講堂

において、平成12年度地域管

環境保全功労者表彰式が開
催され、田野老人クラブ「長母

寿会」が県知事表彰を受け尋
ました。

　この表彰は、地域の環境壱
保全に対し、特に顕著な功‡

労のあった個人・団体に対乏
して贈られるものです。‡

田野老人クラブは・毎月‡

欠かさず地区の道路や公民善
館、運動広場、神社等の空き‡

缶拾いや清掃活動を行うほ壱
か、公民館周辺の花壇の整‡

難撚辮署琴酷1
受賞となりました。

i

d

書

辛
幸
争
幸
尋
壱
尋
粂
幸
条
亡
母
尋
母
尋
尋
壱
壱

善
尋
壱
菅
菅
条
条
条
菅
条
条
丁
丁
寺
尋
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総画囲厨θ吻魯
　屡　　」ゴ

　ネ　　　　ロ

．諮、二＠

☆★☆寺迫幼稚園☆★☆

蟻1

　　　　　　　　　寺迫　寺迫の

㍉離礁v轡讐
ミ／：鞍職　無

繕

ぜ精
一

レ
わ
た
し

▲お父さん

　　　　　　　　　　　寺迫　吉牟田の
　　　　　　　　　　高岡美咲さん（4歳）

　　　　　　　　　　父：広志さん
　　　　　　　　　　母：タミ子さん

　　　　　　　　　　○好きな食べ物は何
　　　　｝・　ミ．　　　　ですか？

、＼／窯鑓
　　　　　　　　　　　ホットケーキ屋さん

■
「
安
全
の
国
・
日
本
」
～
本
当
に
大
丈
夫
？

　
金
融
機
関
や
深
夜
ス
ー
パ
ー
等
に
対
す

る
強
盗
事
件
や
殺
人
事
件
な
ど
、
凶
悪
事
件

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
年
に
よ
る
刃
物
殺
傷
事
件
や
児

童
に
対
す
る
「
声
か
け
事
案
」
な
ど
重
大
事

件
に
発
展
し
か
ね
な
い
事
件
が
身
近
で
発

生
し
、
日
本
は
大
丈
夫
か
と
不
安
に
な
っ
て

き
ま
す
。

■
「
安
全
な
街
づ
く
り
」
は
自
分
た
ち
の
手

で　
先
の
阪
神
大
震
災
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
救
援
活
動
を
契
機
と
し
て

「
安
全
な
街
づ
く
り
は
自
分
た
ち
の
手
で
」

の
気
運
が
高
ま
り
、
危
険
個
所
パ
ト
ロ
ー
ル

や
子
供
の
通
学
路
点
検
な
ど
を
地
域
住
民

が
自
主
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
動
き
が

全
国
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■
「
地
域
安
全
活
動
」
と
は
？

　
安
全
で
住
み
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
脅
威
や
不

安
を
感
じ
る
身
近
な
犯
罪
・
事
故
・
災
害
な

ど
の
未
然
防
止
や
、
被
害
拡
大
を
防
ぐ
活
動

を
「
地
域
安
全
活
動
」
と
言
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

警
察
、
自
治
体
が
連
携
し
「
安
全
で
住
み
よ

い
街
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

■
「
地
域
の
安
全
」
を
守
る
た
め
に
は

地
域
安
全
活
動
に
つ
い
て

騨
暫
騨

凹

●

　
◎
地
域
の
み
な
さ
ん
…
犯
罪
等
の
被
害

原
因
を
つ
く
ら
な
い
活
動

　
◎
警
察
…
犯
罪
等
の
予
防
の
た
め
の
巡

回
や
検
挙
活
動

　
◎
自
治
体
…
犯
罪
等
を
抑
え
る
た
め
の

環
境
整
備
活
動

と
い
う
役
割
を
果
た
し
、
お
互
い
が
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
東
郷
町
の
「
安

全
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
の
た
め
に
町
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
の
抜
き
取
り
が

発
生
し
て
い
ま
す

　
最
近
、
町
内
で
車
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
抜
き

取
る
盗
難
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

手
口
は
”
深
夜
軽
四
輪
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
タ

ン
ク
の
蓋
を
こ
じ
開
け
ガ
ソ
リ
ン
を
抜
き

取
る
も
の
”
で
、
燃
料
タ
ン
ク
の
鍵
穴
に
何

ら
か
の
器
具
を
強
引
に
差
し
込
ん
で
こ
じ

開
け
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
車
両
内
に
置
い
て
い
る
現
金

等
が
盗
ま
れ
る
車
上
狙
い
も
散
発
的
に
発

生
し
て
お
り
、
県
内
で
も
キ
ー
の
付
け
っ
ぱ

な
し
に
よ
る
自
動
車
盗
難
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

車
の
キ
ー
は
短
時
間
で
も
確
実
に
抜
い
て

ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

車
内
に
貴
重
品
は
絶
対
に
放
置
す
る
こ
と

な
く
、
被
害
の
未
然
防
止
を
図
っ
て
下
さ

い
。＊

七
月
は
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎
外
相

会
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
不
審
者
（
車
）
等

を
見
た
ら
す
ぐ
に
【
一
〇
番
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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放
送
大
学
第
2
学
期

（
1
0
月
入
学
）
学
生
募
集

細
島
灯
台
「
般
公
開

》
　力騨おオ

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
、
正
規
の
通
信
制
大
学

で
、
自
宅
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
放
送
大
学
生
の
種
類

　
■
全
科
履
修
生
（
大
学
卒
業
を
目

指
す
方
）

　
■
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

（
広
く
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
方
）

●
出
願
受
付
　
平
成
1
2
年
6
月
1
5
日
r

フ　　
～
8
月
1
5
日

　
　
●
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

＜《ミ（イ＝ンフ

轍
麟
講
繕
ン
タ
、

聞
平
繍
田
η
1
1

自衛官募集のお知らせ

　
7
月
2
0
日
は
国
民
の
祝
日
「
海
の

日
」
で
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
第
十
管

区
海
上
保
安
本
部
細
島
航
路
標
識
事

務
所
で
は
日
向
市
細
島
の
「
細
島
灯

台
」
等
の
施
設
を
7
月
2
0
日
（
木
）
午

前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
一
般
公

開
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
灯
台
及
び
レ
ン
ズ
、
回

廊
、
無
線
方
位
信
号
所
等
を
ご
覧
に

な
れ
る
ほ
か
、
記
念
ス
タ
ン
プ
の
押

印
、
記
念
写
真
撮
影
同
時
プ
リ
ン
ト

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
日
本
の
灯
台
写

真
展
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
灯
台
ま
で
の
交
通
手
段
は
車
、
市

内
バ
ス
等
が
利
用
で
き
ま
す
。

▽
車
　
馬
ケ
瀬
駐
車
場
よ
り
徒
歩
4
分

▽
市
内
バ
ス
　
東
細
島
バ
ス
停
よ
り
約
1
㎞

募集種目 応募資格 受付期間 1次試験

一般曹候学生
@（男・女）

18歳以上

Q4歳未満

8月7日～

X月8日
9月16日園

曹候補士
@（男・女）

18歳以上

Q7歳未満

8月7日～

X月8日
9月16日（土）

一般男 随　時 別　示
2等

､士

C士

�m

高
校
生

男 18歳以上

Q7歳未満
8月7日～

X月8日

9月19日㈹

女
9月25日～

@26日

海・空自衛隊

q空学生

18歳以上

Q1歳未満

8月7日～

X月8日
9月23日（土）

自衛隊日向募※詳細についてのお問い合わせ先
　　集事務所　智52－6914

平
成
1
2
年
夏
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
夏
休
み
の
開

放
感
に
よ
る
子
供
の
交
通
事
故
や
、

暑
さ
か
ら
く
る
過
労
・
居
眠
り
運
転

等
を
原
因
と
す
る
重
大
事
故
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交

通
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
交
通
安
全
　
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
と
思
い
や
り

■
期
間
　
7
月
1
1
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
7
月
2
0
日
（
木
）

■
運
動
の
重
点

　
一
、
子
供
の
交
通
事
故
防
止

　
二
、
飲
酒
・
暴
走
・
過
労
・
居
眠
り

運
転
等
無
謀
運
転
の
防
止

三
世
代
交
流
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▽
日
時

▽
場
所

7
月
2
日
（
日
）

午
前
8
時
半
開
会

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

町
消
防
操
法
大
会

▽
日
時

▽
場
所

7
月
1
6
日
（
日
）

午
前
8
時
半
開
会

牧
水
公
園
駐
車
場

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
　
二
期

）

善
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
灯

忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た
め

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
6
月
1
3
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
鶴
野
内
の
三
好
義
弘
さ
ん
か
ら

（
カ
メ
ノ
さ
ん
・
8
7
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
山
田
加
一
さ
ん
か
ら

（
丑
松
さ
ん
・
9
0
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
神
里
絹
代
さ
ん
か
ら

（
石
器
さ
ん
・
5
6
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
田
邊
順
子
さ
ん
か
ら

（
仁
さ
ん
・
6
1
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
直
野
哲
義
さ
ん
か
ら

（
喜
義
さ
ん
・
9
8
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
米
田
実
さ
ん
か
ら

（
冨
士
子
さ
ん
・
7
6
歳
逝
去
）

◎
早
瀬
の
直
野
恵
美
子
さ
ん
か
ら

（
久
男
さ
ん
・
7
4
歳
逝
去
）

◎
葦
戸
の
橋
口
昭
夫
さ
ん
か
ら

（
ト
シ
ミ
さ
ん
・
6
8
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
福
瀬
の
中
野
桂
子
さ
ん
よ
り
快
気

祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
市

の
谷
口
正
雄
さ
ん
よ
り
町
道
（
広
瀬

鵜
戸
．
木
線
）
工
事
に
お
け
る
立
木
等

補
償
、
登
記
手
続
き
に
対
す
る
謝
礼

金
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
為
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
一
般
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
　
．
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
（
5
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

直
野
久
男

直
野
喜
義

米
里
晶
士
子

橋
ロ
ト
シ
ミ

山
田
丑
松

田
邊
仁

三
好
カ
メ
ノ

氏
名

死
亡
ご
冥
福 優

（堀福

c原

（黒寺

ﾘ原

搨m

氏

結
婚
お
幸
せ

黒
木
葉
菜

高
山
幸
輝

濱
地
蒼
依

海
野
一
郎

竹
中
寧
々

赤
隼
ん
の
氏
名

名
74

ﾎ

98

ﾎ

76

ﾎ

68

ﾎ

90

ﾎ

61

ﾎ

87

ﾎ
年
齢

を
祈
り

子誠 代憲 に
勇
人
幸
人
貴
志
直
幸
一
羅
薯

福 小
野
小
野
仲 迫
野
福 鶴
野
住
ま
す 日
向
羽 鶴
野
羽 住 小

野
羽 迫
野
寺 寺 住

瀬 田 田 深 内 瀬 内 所 市 坂 内 坂 所 田 坂 内 迫 迫 所

交通事故発生状況

　（5月中　町内）

3件（38＞

6件（14）

0人（1）

1人（1）

5人（17）

物損事故

人身事故

者死

重傷者

軽傷者

）内は年間累計（
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